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主体的キャリアと時間展望概念の関係性の検討



















Recently, instead of guaranteeing lifetime employment, Japanese companies demand their
employees to develop their career by themselves. At this time, the company premised that
employees have positive prospects that can be voluntarily considered for the future.
However, some of the employees who experienced the prolonged recession seem to have
some unexpected future prospects.
Therefore, in this paper, in order to explore personal factors holding a subjective career,
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the survey was conducted from 824 working people through the internet, and asked them to
evaluate their past experiences, prospects for the future (= time perspective) and seeking
behavior of subjective career. From the results, not only the people who have positive
prospects for the future, which is the definition of the career, but also negative or careful


































































Krumboltz，そして Super による研究の流れを汲み 21 世紀のキャリア理論と位置付けられる理
論を展開した Savicas に着目して主体的キャリアにおける時間の捉え方について考えていく。
































































































「ジンバルド時間展望調査票（Zimbardo Time Perspective Inventory：ZTPI）」は，心理学者




を有するのかを見出す尺度である。ZTPI では，56 の質問項目を 5段階で評価し，そこから 5つ
の因子（過去肯定，過去否定，現在快楽，現在運命，未来）を見出すことを目指して設計されて







に，「仕事時間展望尺度（Work Time Perspective Scale: WTPS）」を開発した。そこにおいては






さらに ZTPI には，未来が 1 因子となることに対しても様々な指摘がなされている。ZTPI で
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研究では，一般性の観点から上場企業の正社員を対象にしている。サンプルの属性は表 1の通り
である。年齢構成は 20 代~50 代が各 25％ずつ，男女比も 50％ずつであった。これらはすでに述
べた通り，社会人の全体傾向をつかむために意図的に調整している。また，調査対象者の組織内
での地位としては，役職なしが 67.7％，主任・係長相当職が 18.1％，課長相当職が 8.5％，部長
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表 2 記述統計量と相関係数
まず未来志向についての分析結果であるが，未来を計画的に考える時間展望を持つ従業員は，
キャリアを主体的に考え（β=.336，p < .001），キャリアに無関心ではない（β=-.127，p < .001）。
一方，未来を否定的に捉える時間展望を持っている人ほど，主体的にキャリアを考えておらず（β














































連の論文の中で用いられているのは “prediction of future event” や “outlook on the future” という言葉
が用いられており，時間展望概念を用いた研究ではあるが，語句として “time perspective” を用いたも
のではない（勝俣，1995，308 頁）。
(2) 時間展望測定の詳細については，都筑・白井（2007）の 29-49 頁を参照。
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